
第8表　　　中売物価地域差指数（総合及び食料指数）

本表は「小売物価枕計顔査」を実魔している全国主要折封について▲半期ごとに作成されたもので、都市間における一般消費者の生計如影響す
る物価水準の蓋を示したものである○家計調査を施行している28郡市きlDO。品目亡2叱算式は実際腋人数鼠をウエートした加重算術平均式である。
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第16章　賃金及び労働

341　賃金及び労働

（1）賃金水準動向の概況

30年下半期以来の経済規模拡大の基調は、31年に入っても生産の増加にともなう凰材料などを中比した輸入の増

大、生産財の騰貴による卸売物価の上昇をはじめ・消費者物価も下半期より徴騰するなど新しい摸向を見せたが・輸

出は依然罵水準を持続し、さらに内需の増大などで一層活発の様相を呈したといえよう0

こうした経済基調は、賃金水準こも少からず影響を与え・31年に入っても罰年下半期以来の上昇テンポをゆるめ

ず、産糞繚数の現金給与総額（名目賢金）では対前年7・5％増（刀年は7・0％㈲・実質賃金でも6・7％（3時は8・6％）

の増ノ甑をみた。しかし下半期よ岬末になるにしたがって・労働侍間卜奨訊給の増加などが限界；・こ近づいたこと、新

規学卒者や臨時工などの賃金水準〇軌、労吸着の雇ようが斬口したこと等が起因して、賢金水準の伸びは次熱・こ鈍化

定期的給与では、従来のベースアップを中心とした上昇は影をひそめ・労傲時間の増加（主として所定外労働時間

の増加）定期昇給による即口によ。その上昇をみたっこのため産業総数のきまって支倉する給与は対前年4・8％（刀

年は6，7％）増と、2時以降もっとも軌、上昇郵・ことどまった0したがって・31年の賃金増加は・夏季及び年末に支

給された賞与、一時金など輯抑こ支払われた給鍾著しい陪恥・こよる影響が強く・またそれが本革の特徴であっ年と

いえよう。

（2）産巣別平均賃金の上昇傾向

以上の賃金水準の動向を、さらに産業別賃金上昇率の差異について観察してみると1まず現金給与総額の3時に対

する上昇率では、もっとも軋、のが不動壁業の13・7％と製造業の10・3％滑・次し、で雛業7・6％軋金融保険業6■3％

鼠執拗、売業4．9％糟であ。、最低上道梅通信及Jその他の公益事業の4・59忘増で・これらi・まいずれも3時の上昇率

を若干上回るものである。これに反しきまって支給する給与では、監房の上昇率を嘉した製造業がE・8％脚こととま

るなど全般に低率で、建設業を除きし－ずjtもその上昇率は、滴年よ岬下またi漁午であったc Lたがって現金給ケ

拾額の上昇が前年よ。若干霞かったことは・特別給しの増加の影響によるものと一考えられ1（1）で述べた賃金培加

の特徴が、や産業全段にあらわれているものと見られよう。

また刀年に引続き製造業が、そのいずれr・こおし、ても比較的高率を京したのは、活発な生産活動にともなう時間外労

働による浩加が依然見られたほか、菜酎周で粒凱綾川貯凱どがあらわれたものと闇フれるロなお製造業のう

ち、産裳中分類別に現金給与▲経蘭上昇率の差異を比べてみると、もっとも甘1のが石洩石炭製品・機械で15％以上

っし、で印刷出臥第一次金民、怜送和裁器などが比較的著しい上昇率をみせているロこれに反し・徴渾したものには

衣服及び身粗品があり、上昇率E抵し、ものは・皮革及び艮革製品・紙及び現似晶、ガラス及び土石製品・その他の製

造業（いずれも5％以下）があるが、一般組恒向としては吸賊関係およびその関連産業における上昇率が悪く、国内

消費財雷門のそれが比較餌供し、のが特徴であったっ

（3）賃金格差の変化

産業別解差では、基準となる製造業の賃金上昇が他産業のそれを若干上回ったため・全般に格差指数が前年より低

下するのが目一卓二ち、最低最苫産業間の格差指数の差も罰牢の62・2のひらきから、本草56・6に短縮し・27年以降引続き

縮少の頼向を持続した。男女別格蔓では、全産業で男子の現金給与総額1COて対し女子は42・6となり、前年の43・6を

下回って、産業別格差と：ま逆に軽微ながら27年以降、その差が拡大する恒向を京している〇またD労敬別格蓬でも・

製造業は管・事・種労働着100に対し、生産労働者は前年の61・3から本年58・9に、また建設業常用作業者も臼・Gか

ら本年59．7にそれぞれ低落、その給与差が若干謳大した0さらに規模別棺差は、全産業では前年に托しほとんど変化

責金及び労働　　諷2

はあらわれていないが・事業所規模とその事業所が民する企業とのくい違いの比較的少ない製造業および建設業のみ

が・大塊枝事業所（常用労働者弧人以上）に対し、中（同1∞人～499人）、小（同30人一％人）規模事業所の賃金上昇

の伸びがやや鈍かったため、その格差が若干砿大したのが注目される。

（4）労働力の需給

31年における経済倍努は、昨年に引軌、ての輸出の好詞と・2年緑きの豊作という好事倍が相まって、輸出関連産

業を中心とする設膵投負が、汲及的に拡大し・ますます産業沼動は活発化したD鉱工業生産等ほこれまでの長音水準

を哀し・いわゆる「神武以来の好景気」という戦後最良の倍況のうちに腰年した0だが・反面急速な経済親御鋏は、

基幹産業の生産あい臥金融繁忙化、生産財産業と消費産業のギャップ・また原材料等の大幅な輸入増加をもたら

し、国際安の悪化の兆をみせはじめた。

このような経済の発畏・拡大は労働経済の面にも少なからず影響して、質的には雇用刀ぜい弱性、ならびに規模別

賞金格差等を露呈したとはいえ・恩用の靖夫と賃金の上昇は戦後最高記録を維持し・労闇市場も前年よ。好転し、か

なり需給の緩和をみた。

これを数字的にみると、常用及臨時の一般求職1カ月平均は94442人で8・7％・また・1カ年を通じた新規求職者

数は395552人で〇・5％と、いずれも前年に比し若干減少しているが、これに対し現場からの求人数は、1カ月平均

刀676人と・前年より15・5％と大幅に増加し、求喝こ対する求人の比は、前年の19％に対し32■4％と上昇した。さら

に求砂こ対する読取の割合も前年の7・6％に対し12ヲ‘といずれもかなり増加し、労働市場改善のあとがうかがえる。

次に日雇求職者の出頭数をみると・昭和31年総数は8254321人で・これに対する求人複数は、7957鮎9人で、

（求職者の約・8％）で・これをそれぞれ前半に比較すると・求頓着は3％1求人数は10％と、いずれも微増している。

なお・上記のうち・就労進数は7703814人で・求人延数の弧≡％Fこたっしているが、萌隼の97．1％にわずかに及
ばない。

就労先の百分比は・民間事業31％・公共事業9％、失集村紛乳業詔％・その他2％となっており、耐年の民間等

某誌・0％・公共事業11・2％・失業対策事業62・2％・その他0・6％に比較し、失業対策事業以外は、すべて増加をみ

ている。

（5）労　働　争　議

本年発生の争議件数は21訓準・参加人員67299人で・前年の241件、1226成人に比し件数に対する参加人員が大幅

に減少しているのがみられるが・これは大企業の争議が顕少した反面、従来、組合のなかった中小企業の労働者の組

合結成が箔尭となり、したがってこれにともなう争議が鱒加したためである。

本革の労馳梧教士、経済事情の好転とともに、労向市場の緩和、実質賃金の上昇など前年に比し明るい方向を宗

しているので、労働攻勢二・こも変化がみられ・従前の日鋼室蘭争議や近江絹糸争議のような深刻なものはなく、また

例年に比べ大規模な斗争も減少し、買上げや一時金をめぐる斗争も比坂的早㈲こ解決し、概して平穏に終始したとい

える。

これを産業別にみると、争議件数では、柊賊を最首とし、化学、紡臥金民の順で運輸中小企兼に多く、又参加人

員の多いのは運輸業であるが、人員は前年に比較し激減している〇なお、要求別：こみると、買上げ、夏季及び越年手

当が大部分を占め、争議は11月に次いで4月、3月、12月に多－．・、。

次に争護の実態は・2月の私鉄争議を皮きりに、3月には関竃、大阪化縛取引所、その他の春季斗争が行われ、続

いて夏季手当から年末斗争へと発展してし、ったが、好景気の反映もあって、特にし烈なものはなく平穏のうちに年が

暮れた。



糾　　雷虚及び労t

第1表

戸

大　阪　産　業　別　常　用　労　働　者　の　●　●

本表は「毎月勤労統計調査Jに上ったものである。これは常用労鴨者罪人以上の事業所を一定の比率で抽出調査し、知人以上
組合管、膿充代金等を差引かない以前の総薇のことである。鉱業、式署製造乗、煙草製造業、その他の修理業について調査は

調査は町和渕年5月に標本設計の変更調査率要所の抽出善などを行ったため、30年4月以前の旧調査による結果と、罰年5月

産　　　業　　　分　　　類
昭和27年
平　　均

昭和28年
平　　均

昭和81年
平　　均

昭和31年
1　　月 2　　月

蓋　　　　集　　　　総　　　　数
（鐘慶稟及びサービス靂“4．85．88を含まテ）

D　鉱　　　　　　　　　　　　業

F　製　　　　　造　　　　　業

19　武　　器　　製　　造　　業

：犯　食　料　品　製　造　業

21煙　　草　　製　　造　　業

22　紡　　　　　緑　　　　　薫

刀　衣服及び身廻晶製造業

24　木材及び木製品製造兼

罰　家具及び装備品製造菓

26　紙及び頸似晶製造兼

27　印刷出版及び類似産業

力　化　　　学　　　工　　　業

29　石油及び石炭製品製造業

：氾　ゴ　ム　製　品　製　造　糞

31皮革及び皮革製品製造業

32　ガラス及び土石製品製造業

33　第一次　金　箆製造糞

34　金　罠　製　品　製　造　美

35　機　　械　　製　　造　　業

36　電気機械器具製造業

37　輸送用機械課長製造業

38覧葦孟豊艶詰警
39　そ　の　他　の　製　造　業

G j印　売　及　び　小　売　業

耳　金　縫l　及　び　保　険　業

Ⅰ不　　　動　　　産　　　業

J　運輸通信及びその他の公益事業

E　建　　　　　設　　　　　糞

E朗　自動車修理業及びガレージ業

15607　　17範7

13647　　　15528

10朋3　　　12099

19154　　　20025

16401　　172：沿

13鉱7　　　1458：）

10366　　　11481　　11！£4

8612　　　　9649　　　105％

9798　　　124跳　　　14171

14（：62　　　14655

179こ氾　　　19281　　　171飴

16130　　　178〕3　　　19芸拾

15329　　　17　533　　　1g518

22476

116〔妬　　　13　556　　　14469

・・・　　　20519

14668　　　16710　　　19526

17189　　　19　524　　　　20302

13827　　　16010　　　17∝旭

15162　　　174g〕　　　17735

15236　　　15955　　　15970

16403　　　19374　　　：泊468

17335　　　18318

8545　　　　9814　　　10944

19298　　　21545

23542　　　26817

16995　　　2）434

128：）1　　16110

21引ほ　　19215　　17脚

18783　　　16321

1562こ）　　13∝5

125（X）　　13948　　　12（蔦7

11355　　　11603　　　10624

14434　　　15038　　　12％7

142：冷　　　15002　　　12477

18795　　　18494　　　15亜S

X）158　　　22725　　　19168

aこ）砿1　　　22617　　　19払7

19312　　　　210：鰐　　　16248

15921　　　18174　　　17678

17試）7　　　169：15　　　15072

18774　　　18425　　　16059

21928　　　24533　　　2：）610

17243　　　17927　　　15317

18mフ　　　ォ〕848　　　17781

17827　　　18937　　　16469

21027　　　23　574　　　22264

17122　　　17346　　　15991

13363　　　14049　　　12140

22512　　　21的〕

27265　　　27952

・・・　　　20047

22658　　　24446

17359　　　18270

16384

16328

L2611

12128

10115

14：丈）1

13弐追

16049

19g：氾

18　261

17　483

15か3

15435

16585

21484

16216

18070

16278

21516

15　257

13093

22424　　　19704　　　178a：）

罰4〔冷　　　22618　　　21679

21罰；7　　　18317　　　17460

25∈黙3　　　26817　　　21628

19839　　　17C83　　　17401

16289　　　14610　　　15511

鴨
宮
賢
欝
鴇
責
苛
j
雷
．
．

●

●

1人　平　均　月　間　現　金　給　与　額
の全事業所に対応するものとして推計された結果である。現金給与総領とは、定期、臨時給与の一切を含み、所得税、貯金、
事業所歓が虞少のため掲げてないが産業総数及び製造素の結果はこれら公表から除外した産業も富んだものである。なお、本

以降の新調査lこよる結果とは若干の誤差があるので、時系列的な比較を行う場合は第4表の菖金指数によられたい。

賃金及び芳■　　5叫

3　　月 4　　月 5　　月 6　　月 7　　月 8　　月 9　　月 10　　月 n　　月 12　　月

18777　　18訂1

15朔　　　16358

13624　　　12768

m673　　　12283

101（：8　　　107：丈）

13935　　　141〔8

13411　　　141〔冶

15752　　　16464

19122　　　刀391

18236　　　18470

16931　　15659

14583　　　15035

15992　　　15873

16442　　　16756

21147　　　21394

15701　　　15913

17769　　　18：賀〕8

16011　　　15528

19978　　　21（：69

16397　　　14払8

12770　　　13512

18103　　　23626

15975　　　刀（：臼4

13097　　　19428

11793　　　15945

101∝　　　13309

13∈冷5　　　14323

13456　　　14025

16329　　　：ロ344

19119　　　27072

17覗　　　26662

二葉〕∈69　　　19　733

13787　　　一託）628

15　日こ）2　　　17113

16769　　　18855

オ〕827　　　22769

15234　　　19879

17813　　　2：）226

16式の　　　18772

20333　　　23895

14509　　　15684

12791　　　14562

18（：偶　　　19242　　　19454

35482　　　24993　　　22791

17：63　　　18526　　　2）765

22973　　　22015　　　223日〕

17亜7　　17440　　17674

15010　　16166　　15012

24099　　19320

22364　　　17101

164注：）　　15429

13914　　　13743

11566　　　10279

16〔抱：）　　　15　924

15　717　　　　14　718

22〔X：8　　　164〔糟

279∝）　　　オこ）093

29∝）7　　　19914

24623　　　19353

Ⅹ）371　　　15843

a〕047　　　14898

243：拓　　　16466

31486　　　212〕2

19553　　　16162

24110　　　　刀027

26461　　　15735

30841　　　オ〕717

219X）　　　15326

15074　　　13　787

25515　　　27429　　　19849

360〔娼　　　29叉）4　　　22729

25789　　　23（泊4　　　18474

29569　　　25254　　　24956

22493　　　21754　　　178！3

14897　　　刀948　　　15092

19238　　18478

16462　　　16326

13628　　　13509

12152　　　12157

10222　　　10624

13871　　　13472

15443　　　149！に）

17∝3　　　16944

19825　　　19618

18548　　　183二道

163：支〕　　　16436

157（X）　　16422

15879　　　16103

16162　　　16∝9

21347　　　　21822

16549　　　16241

1849〕　　　18425

162〔0　　　15659

21034　　　19965

15479　　　15858

13232　　　13142

18925　　　19562

36∝お　　　25323

18030　　　18777

23033　　　224（冶

17∈妬3　　　18230

15135　　　15417

19656　　　38985

17519　　　　34559

13632　　　30168

12271　　　27249

10636　　　　2：）918

13945　　　　234望〕

14960　　　　23458

18287　　　：文）α）1

215（1；　　　38953

18676　　　　47542

15928　　　42356

15622　　　37126

15075　　　　2；769

16649　　　　299g7

24993　　　　45314

16478　　　31跳

239：冶　　　35248

16165　　　377（：将

21035　　　　40256

15663　　　31：船2

13050　　　214：方

195；拓　　　44防5

24024　　　50m

19胱　　　4〕∝叫

24971　　　45423

18452　　　34333

15637　　　220∝）

曇一二二丈≠三択…迅描1刀…15那16議当



第2衷・　　　　　大　阪産　業別　生産　労働　者　の
木表は「毎月勤労競計調査」によったものである。第1表意沌参照。なお、「′主産労働者」とは生産物の′】こ産される現場において生産業務、生産工程

員・技術員共び作業しない最長、組長等の監督的労馳者は除かれる。なお本調査は昭和30年5月に標本設計の変乱調査事業所の押出轡などを行った

昭和31年
1　　月

武
食
煙
紡
衣
木

1
9
刀
2
1
2
2
刀
2
4

．いり‥、‥……‥‥

具
及
刷
　
油

家
紙
印
化
石

2
5
訪
2
7
謁
2
9

（主要）　単位：円。

第　3　衷

12112　　13781　14510

g218　　　10715　　　12434

m還053

8
7
9

4
5
4
9
7

6
5
1
臨
1
2
8
7

1
9
4
9
3
2
5

0
7
1
」
つ
ム
7
6
4

10192　　　11719

4
7
－
3

2

4

3

0

U

7

人

U

3
C
U
3

1
⊥
l
⊥

410052

5

⊥

8

【
h
J
 
g
4

1

1

ュ

4

2

⊥

∩

）

つ

】

つ

」

1

2

9

3

鶉

拓

4

1

刀

幻

訂

2

1

9

8

1

2

⊥

3

⊥

5

⊥

7

⊥

5

刀

767禦蒜721

へ

ノ

山

9

8

9

E

J

l

⊥

ヽ

⊥

⊥

⊥

13827　　　16310　　　159こ）4

13248　　　13667　　　13払9
15262　　　18114　　　19231

15124　　　15646

7555　　　　日784　　　　99：0

10405　　15083　　14344

14963　　15967

119部　　　1233〕

∵
．
こ
．

∩
）
9
つ
J
4
【
／
9
7
J
9

10
1
3
6
1
9
4
1
乱
腫
捌
m
3
6
5

（
∪
9
【
∠
3
7
【
ノ
【
ノ
【
ノ

l
⊥
⊥
l
ュ
ュ
ュ

5
6
6
フ
二
b

⊥
⊥
⊥
つ
】
⊥

閑
5
4
1
1
鑓
3

8

7
3
（
∠
l
（
b

l
l
1
2
「
⊥16　49〕
14494

19穏：）3

白

リ

5

2

1

⊥

【

ノ

】

14783　　　14952

11814　　　11862

14964　　14943

13590　　14382

10554　　　104器

12
7
㌫
諾
6
16
6
6
3
5
1
1
∽
那
慧
澗

g
Q
U
1
1
」
つ
J
5
4
4
3
4
4
9
つ
J

l
l
⊥
⊥
⊥
l
⊥
l
⊥
⊥
⊥

∵

　

＼

∵

∵

・

　

∴

9

8

3

　

2

4

．

仁

U

［

h

〓

b

　

3

E

J

 

E

J

0

4

⊥
　
⊥
⊥
⊥
l
 
l
　
⊥
l
⊥
【
∠
⊥

15156　　　16959

13224　　　13664

21105　　　　2〕（丈）3

13842　　　132て狩

10471　　　11613

14410　　14989

蛮撃卜　大丁転巧守総軍落部統計課。

大阪産業別管理事務及び技術
本表は「毎月勤労統計調査」によったものであるh第1責頭注参鱒。なお「琶理事指及び技術労働者」とは、生産労働者以外の常用労働者をい

肇し、一般職貝とhqじ給与課Rqによって給上手をうける者は含める。なお、二本調狛ま昭和30年5月に標本設計の繁吏凋変事某所の抽出啓などを行っ

昭闇127年
平　　均

業
葉
菜
業
某
業

造
道
道
製
製

㍉
上

界
料
草
及
及
服
材

武
食
煙
紡
衣
木

ュ
9
刀
2
1
2
2
2
3
2
4

実
業
業
業
業

∴∵l窯
具
及
刷
　
油

家
紙
印
化
石

E
J
6
7
8
g

つ
ん
つ
ん
（
∠
（
∠
2

軍陣等l翠細芸l　租針讐和31等l2　月

19451　　21999　　　23182　　　24403　　　27163

15741　　17660　　　18630　　　21752

21254

16554

13　757

25　857

18　611

2℃　8∈支）

17　225

1

　

1

　

　

、

（
b
 
O
U
【
ノ

ュ
「
」
l

禦
皿
諾
…
禦
捕
軌
9
7

8

2
1
2
8
2
0
2
4
刀
2
2
刀
刃

5
5
騙
エ
フ
⊥

7
5
6
刀
3
9
7
1
粥
5
3

E
J
4
7
9
3
7
8
4
∩
）
3

刀
2
4
2
1
茶
2
8
2
1
2

4
27
22
2
2

、

・

・

‥

∵

2
5
⊥
9
⊥
9
　
⊥
8
2
5
2
4
刀
2
5
　
2
5
⊥
9
露
2
4
刀

18815　　　21518　　　22705　　　22238

2〕899　　　21921　　　2182こ）　　　25176

20144　　　23354　　　24283　　　25240

22573　　　24261　　　25＿142

123m　　　13377　　　14945　　　19071

19110　　25749　　　23幻2　　　23535

（荘：）　単位：円。　　資料　大反府輪講打統計課。

蒜
二
禁
遠
以
讐
㌫
誠
澗
慧
3
7
4
抑
制
…
蒜
跳
2
7
9
㈹

2
3
刃
刀
2
1
⊥
8
2
3
詔
為
2
5
刀
工
7
25
29
2
4
26発
2
9
2
6
刀
2
5

24410　　　22033

243　　　18022

4
1
6
踊
蒜

弧
3
9
4
湘
迅
お

6
⊥
4
0
U
⊥

⊥

2

2

つ

ん

つ

ん

3
7
A
b
 
l
 
A
b

1
3
4
．
4
－
5

3

0

リ

9

（

∠

C

U

E
J
　
5
　
⊥
4
　
2

3
⊥
つ
ム
　
つ
ん
つ
ん

24483

22516

26597

4

2

8

9

つ

ム

⊥

7

7

つ

J

つ

J

6

（

0

2
⊥
1
⊥

3

6

9

3

7

5
5
m
4
4
9
1
m

5

⊥

4

2

⊥

1

2

つ

ん

つ

ん

つ

ん

4

■

4

．

1

つ

J

 

n

U

つ
‘
⊥
つ
ん
つ
ん
つ
ん

∩
）
1
．
4
．

つ
ム
　
つ
エ
2

25106　　　23398

18029　　　18433

20862　　　20650

1壷及び労鴨　　346

1人　平　均　月　間　現　金　給　与　額
にかんする記録業務及び上記業務と密接な関連ある薫掛こ従事する労轟音のことであるが「管理夢精及び姪鏑労鴨者」に該当する業務に従事する手痛

ため30年4月以前の旧調査による結果と30年5月以降の新調査lこよる結果とIi煮干誤差があるので、時系列的な比較を行う場合は注意されたい。

用0鵬　　14401　　13914　　16875

…
警
部
調
6
7
1
1
9
1
禦
禁
還
4
9
4
2
7
1
猫
∽
貼
6
1
9
Ⅶ
蒜

ュ
1
　
9
8
ュ
2
　
⊥
3
1
4
⊥
6
⊥
4
⊥
5
　
⊥
2
⊥
6
ュ
5
刀
ュ
4
　
ュ
6
ュ
3
⊥
9

…
讐
脱
9
5
8
4
1
㈹
禦
還
1
7
。
開
削
禦
霊
㌫

1
0
9
3
1
3
13
15
1
7
1
5
1
3
⊥
3
遁
ュ
5
刀
ュ

4

・
．
∵
こ
∴
・
．
こ
∵
・

1
0
9
日
⊥
3
1
2
ュ
4
ュ

6
ュ
4
品
ュ
ー
ュ
5
ュ
5
カ
1
3

…
望
8
5
5
祁
4
4
2
相
補
1

6
4
2
9
2
根
m
O
2
3
5
4
1
諾

5
⊥
∩
〕
つ
J
3
n
D
（
∠
1
9
7
亡
U
7
1
7

ュ
ュ
ュ
⊥
ュ
1
2
（
∠
l
l
l
1
2
1

1719〕　　　16547　　　18984
13171　　　13　465　　　15633

：〕196　　　19266　　　22210

144謀〕　　　12943　　　1⊥9∈8　　　13628

11272　　　12024　　　⊥1274　　　12腿3

15218　　14630　　15221　16727

18291　14801　14406　14290　15441　272鳩

乃
6
5
張
3
9
4
9
7

3
的
9
2
3
4
粥
謂
7
1
1

4

7
一
つ
山
7
一
■
b
1
9
2
4
4
5
1
5
1

1
0
9
1
4
1
4
刀
2
2
2
1
2
2
⊥
7
1
9
2
1
刀
工
7

オ〕246

19405

28594

慧
蒜
瑚
0
5
4
3
1
4
猶
5
5
6
諾
m
皿
6
9
1
5
7
9
完

n
8
1
3
13
1
5
1
6
1
5
1
7
⊥3
⊥4
ほ
刀
⊥4
⊥
8
⊥
2
⊥
9

18528　　　13　252

13243　12°172

15924　　15519

…
讐
椚
田
7
3
2
荒
1
7
3
冊
還
諾
m
3
94
1
9
8
知
諾
3
1
5
74
3
5
1
2

1
1
9
8
1
2
1
4
1516
15
15
⊥
3
迅
1
5
刀
1
5
ロ
⊥

3
刀
工
3
m
1
5

11087　　　⊥13〔但　　　213茨；

9
8
12
⊥
4
⊥
5
⊥

6
⊥
4
ュ
6
14
遁
14
刀
川

3
2
2
慧
捌
0
4

2
6
3
6
3
5
4
9
1
1
減
9

6
9

3
1
6
罰
16
1
割
0
7

3
8
2
6
2
5
3
似
通
調

4
7
7
【
b
【
b
つ
J
【
b
【
5
4
「
つ

⊥
⊥
⊥
l
l
l
⊥
1
2
⊥

5
7
6
慧
〓
還
元
慧
〓
講
義
禦

1
8
⊥
6
⊥
9
　
2
1
カ
3
4
3
4
3
刃
2
5
万
3
8
㌘

17160　　　22722　　　29974

12966　　　13450　　　27672

18番：）　　オ：）028　　　36454

⊥3655　　　13507　　　27∝汀

11604　　　11510　　　18361

15290　　15121　　20952

労働者の1人平均月　間現金給与額
い，音乳縫取常華、人事　福臥、哩牛　研研冤　のの部門匿働く労勤者のことである。重役や理事古であっても零残膿貝を堆ねて一定の難病に従

たため3咋4月以前の旧調査による結果と3時川以降の斬凋酎こよる群栗とは裾十番蔓があるので時系列的な比較を行う場合は注意されたい0
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刀
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1
刀
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加

22152　　　22066　　　29574
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刑
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4
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肌
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7
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つ
ム
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⊥
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∴
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1
5
2
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3
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2
吸
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3
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4
刀
2
3
刀

4
2
加
配
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つ
ん
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6
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547　　賃金及び労働

第　4　蓑 大阪　　　産　　　業　　　別
本表は「毎月動労統計調査」によったものである。この指数は唱和

お年4月以前の旧調査に上る指数と∽年5月以降の新茶査による指

産　　　業　　　分　　　析
昭和27年
平　　均

昭和30年
平　：喝

昭和31年
平　　均

産　　　　業　　　　総
（豪霹靂及びサービス業硯郎・陶を含ます）

D　鉱　　　　　　　　　　　　業

F　製　　　　　造　　　　　業

19　武　　器　　製　　造　　業

力　食　料　品　製　造　兼

21煙　　草　　製　　造　　菓

221紡　　　　　織　　　　　菓

刀　衣服及び身重l晶製造巣

24　木材及び木製品製造糞

25　家具及び装備品製造業

26　紙及び頸似晶製造業

27　印刷出版及び類似産業

詔　化　　学　　工　　業

刀　石油及び石炭製品製造業

謀）ゴ　ム　製　品　製　造　業

31皮革及び皮革製品製造業

32　ガラス及び土石製品製造業

33　第一次　金　匪製造業

34　金　罠　製　品　製　造　業

35　機　械　　製　　造　業

36　電気機械器具製造業

37　輸送用機械器具製造業

駕誓慧晶崇洛芸諾
39　そ　の　他　の　製　造　業

G　卿　売　及　び　小　売　業

H　金　融　及　び　保　険　業

Ⅰ不　　　動　　　産　　　業

J　運輸通信及びその他の公益事業

E　建　　　　　設　　　　　業

100．0　　　115．1

1（X）．0　　　113．8

100．0　　　115．8

1（：点．0　　　110．8

1（：軋0　　　112．0

1〔0．0　　　127．4

1（：0．0　　　125．1

10）．0　　　107．5

1∝）．0　　　110．4

1〔沿．0　　　114．4

1（X）．0　　　122．4

1（X）．0　　　116．0

1（X）．0　　　112．0

1（刀．0　　　114．0

1（沿．0　　　113．6

1〔沿．0　　　115．8

1（X）．0　　　115．4

100．0　　　104．7

1〔沿．0　　　118．1

100．0　　　118．3

1（：nO l14．9

122．7　　　151．3　　　141．1　　127．2　　　118．4

1a）．2　　　　130．1

132．8　　　13；．4

114．5　　　121．6

123．0　　　　121．9

144．6　　　155．3

143．5　　　124．7　　　　124．8

149．5　　　125．1　　　120．7

136．2　　　117．8　　　118．3

1刀．0　　　1〔将．9　　　104．7

165．6　　　　142．8　　　157．5

1：旧．4　　　131．4　　　141．1　　　117．4　　　124．7

95．5　　　115．6　　　118．5

119．6　　　127．0　　　144．2

127．3　　　　140．1　　　152．7

162．9　　　175．4　　　　Z：6．1

123．8　　　　132．5

1（：6．9　　　1〔項．2

133．7　　　　143．1

118．1　　　131．2

123．0　　　　131．1

117．0　　　1a：）．8

104．8　　　　121．3

124．7　　　　130．3

125．1　　　137．9

128．1　　　166．5

！招．2　　　　102．8

121．7　　　　125．9

134．1　　　123．3

158．6　　　170．7

149．6　　　　145．5　　　　125．9

110．3　　　　　98．3　　　　1（札7

147．1　　　128．2　　　132．4

148．7　　　124．9　　　130．2

139．4　　　　ユ19．1　　　125．3

139．7　　　　119．1　　　121．0

13）．9　　　113．8　　－　112．5

147．1　　　138．9　　　134．2

151．5　　　　13g．7　　　　133．3

174．4　　　19〕．7　　　　162．5

1〔mO l13．9

10：）．0

1CO．0　　　1刀．2

1∝）．0　　　　125．8

115．8　　　　121．5　　　　129．1

102．8　　　116；9

133．3　　　　139．6　　　　146．3

135．6　　　　139．7　　　　150．3

99．3　　　　　第．

100．2　　　　　⊆6．

151．2　　　　121．

12g．5　　　　131．

（荘）　単位；円0　　　資料　大阪府聴粁灯船「凛。

賃　　　　金　　　　指　　　　数（現金給与総額）

諷年5月に襟本設計の変更、調査事業所の抽出轡などを行ったため、

歓とは羞千の誤差があるので、揆続の補正計算を行ったものである。

賃金及び労徽　　古仏

3　　月 4　　月　≡　5

124．5　　　121．6

122．2　　　　125．0

1：丈）．4　　　　122．2

u4．0　　　119．9

104．6　　　111．0

153．5　　　　156．0

126．2　　　　132．7

1〔氾．9　　　　1（蔦．5

121．4　　　129．4

123．1　　　124．7

165．3　　　152．9

120．0　　　　122．7

104．3　　　103．6

131．3　　　133．8

128．2　　　129．7

122．1　　　123．7

119．0　　　　122．6

110．6　　　　107．3

124．6　　　　131．4

143．2　　　　129．9

158．5　　　　167．7

102．4　　　　109．4

155．8　　　　1〔）〕．8

95．0　　　　101．4

129．5　　　　124．1

132．5　　　　132．1

6　　月 7　　月 8　　月 9　　月110　　月 n　　月

119．8　　　156．4　　　159．5 127．9　　　127，3

122．1　　　153．6　　　170．9　　　130．7　　　125．8

u5．4　　　186．0　　　157．8　　　147．7　　　130．5

115．1　　　155．7　　　135．8　　　134．2　　　118．6

104．6　　　137．7　　　119．7　　　　106，3　　　105．8

154．1　　　157．8　　　176．9　　　175．4　　　152．8

126．6　　　131．9　　　147．8　　　138．4　　　　145．3

104．6　　　130．3　　　140．9　　　105．1　　　1〔将．3

日1．3　　　171．8　　　177．6　　　127．5　　　125．8

1Ⅹ）．9　　　18：）．0　　　195．8　　　134．4　　　125．2

：丈）2．4　　　192．7　　　　240．4　　　189．0　　　159．5

130．1　　　258．0

124．8　　　　133．9　　　　茶4．1

129．3　　　　130．5　　　　2【蛤．8

118．7　　　　119．8　　　　二藁も．0

109．9　　　　110．0　　　　216．4

148．4　　　　153．6　　　　258．8

141．0　　　　140．7　　　　2刀．7

1腿．6　　　　117．2　　　　197．3

日4．5　　　　136．5　　　　247．2

123．6　　　　126．1　　　　321．0

16こ）．5　　　　155．5　　　　413．6

113．5　　　　169．8　　　　167．7　　　　130．4　　　　129．2　　　　135．2

101．8　　　　111．7　　　　1、丈）．8　　　　　97．2　　　　103．6　　　　105．1

133．9　　　　158．6　　　　194．1　　　131．5　　　　129．1　　　　128．3

1茶．2　　　　138．0　　　　1g：）．8　　　　128．5　　　　129．4　　　　132．3

118．4　　　　154．5　　　　152．0　　　　125．6　　　　128．6　　　　126．3

119．3　　　135．5　　　161．5　　　　134．2　　　123．9

111．9　　　129．7　　　182．8　　　108．7　　　112．4

126．9　　　149．1　　　192．4　　　129．2　　　131．2

126．7　　　136．3　　　191．3　　　133．9　　　135．2

158．7　　　18〕．7　　　187．1　　　171．1　　　164．2

110．6　　　　145．0　　　　155．9

1〔沿．1　　　158．5　　　　128．7

113．6　　　　141．1　　　126．3

1訪，2　　　　166．7　’　142．4

133．9　　　　170．4　　　　164．8

112．8　　　　107．6

99．8　　　　1日）．3

101．1　　　　98．6

140．7　　　　129．9

135．3　　　　135．3

ロ8．6　　　　3：6．6

98．4　　　　16al

132．9　　　　239．5

151．5　　　　274．6

128．1　　　　247．9

123．4　　　　160．2　　　　236．1

108．2　　　　1⊥1．7　　　　謝．6

124．6　　　　132．4　　　　251．1

138．5　　　　136．8　　　　273．4

163．1　　　162．0　　　　茶6．0

111．2　　　　111．0　　　　器0．4

111．2　　　　108．6　　　　222．5

102．7　　　　1〔治．4　　　　218．9

126．3　　　　140，8　　　　器6．1

138．1　　　139．8　　　　二追0．1



3亜　　貴会及び労鴨

第　5　表 大　阪　産　業　別　常　用　労　働　者　の1
本表は「毎月勤労統計調査」によったものである。これは常用労働者30人以上の李秦所を一定の比

ヌ労働時間敦とは労働者が実際に労働した時間のことで休憩時間は拾与の支給されると否とにかか

計の変更、凋香車＿芸所の抽出轡などを行ったため、30年4月以酌の旧調査lこよる結果と卯年5月以

産　　　業　　　分　　　類

蓋　　　　集　　　　総　　　　数
（建讃よ及びサービス糞R848昂．88を含ます）

Dl鉱　　　　　　　　　　　　業

F　製　　　　　造　　　　　糞

19　武　　器　　製　　造　　業

20　食　料　品　製　造　業

21煙　　草　　製　　造　　業

22　紡　　　　　織　　　　　業

23　衣服及び身廻晶製造糞

24　木材及び木製品製造業

25　家具及び装備品製造業

26　紙及び顎似品製造業

27　印刷出版及び賢似産業

28　化　　　学　　　工　　　業

29　石油及び石炭製品製造業

こ氾　ゴ　ム　製　品　製　造　業

31皮革及び皮革製品製造業

32　ガラス及び土石製品製造業

33　第一次　金　民製造業

34　金　罠　製　品　製　造　業

35　機　　械　　製　　造　　巣

36　電気機嫌器具製造業

37　輸送用機械器具製造糞

医療機械、理化学機械、写声機
光学機械器具及び時計製造業

39　そ　の　他　の　製　造　兼

G f印　克　及　び　〃、売　業

H　金　融　及　び　伽　険　菜

Ⅰ　不　　　動　　　産　　　菜

J　運輸通信及びその他の公益事業

E　建　　　　　設　　　　　業

Ⅹ朗　自動車修理業及びガ、レージ業

Ⅹ85　そ　の　他　の　修　理　業

K∈退　医　　凍　　侠　　鮭　　業

昭和27年
平　　均

阿南†2（∋年
平　　均

昭和29年
平　：喝

昭和文）年
平　　均 2　　月

193．0　　195．3　　194．5　　1弧6　　　200．6　　185．0　　　202．1

1鉱．0　　199．6　　　198．O Z〕1．2　　　2（蔦．1　　184．8　　　210．4

196．3　　　199．1

194．8　　　　19日．4

1∝）．3　　　19二）．0

20二）．7　　　　219．6

201．1

192．0　　　　198．9

刀2．2　　　　210．1

187．2　　　　189．0

192．3　　　　195．4

194．4　　　　193．0

1∈招．3　　　　二Ⅹ柘．7

刀3．6　　　　ニ02．1

m．S　　　　ニ02．9

191．7　　　194．6

197．8　　　　m．9

ズ刀．1

195．5　　　198．7

181．6　　　181．5

183．8　　　182．8

193．7　　　　194．9

1幼．9　　　187．0

（三宝）　単位：円0　　袈1斗　大阪府＝総首都統計課。

aB．7　　　204．3　　　203．7　　　187．7　　　202．1

⊥96．6　　　　200．2　　　　2〔柘．3　　　1鳩．6　　　　2（：旧．5

189．⊥　　　195．7　　　199．2　　　172．1　　　2〔0．1

223．5　　　　2〇B．O a：）9．9　　　193．1　　　　2：胤0

203．7　　　Ⅹ柘．8　　　2C6．4　　　179．3　　　ス）7．0

195．9　　　　214．8　　　　226．3　　　　206．6　　　　232．5

210，1　　　212．7　　　　215．5　　　196．6　　　　219．0

1漣．5　　　185．2　　　1該；．3　　　172．1　　　193．2

239．8　　　　2Ⅹ）．9　　　　227．2　　　209．3　　　　240．0

1g3．9　　　192．7　　　　201．9　　　175．6　　　　202．1

182．6　　　187．8　　　196．3　　　172．5　　　199．7

19ゴ．8　　1弧7　　　刀1．3．185．6　　　刀5．1

205．5　　　　2〕9．1　　　　214．7　　　192．2　　　　218．5

201．5　　　　207．6　　　　2α〕．6　　　182．8　　　　214．2

199．5　　　　202．9　　　　209．4　　　18つ．7　　　　218．1

1∝）．0　　　194．4　　　　2二）3．0　　　184．0　　　　2〔后．1

196．1　　　202，9　　　　210．7　　　100．8　　　　218．1

194．8　　　1鉱．5　　　　205．1　　　1Ⅸ）．邑　　　　210．4

199．4　　　　a）つ．6　　　　205．4　　　187．⊥　　　　213．8

183．⊥　　　187．1　　　192．1　　　184，0　　　19］．5

178．5　　　178．2　　　181．4　　　172．0　　　178．8

186．7　　　1謀）．6　　　1鉱．7　　　194．6

194．4　　　194．3　　　195．4　　　1∝）．6　　　192．6

193．3　　　196．8　　　205．5　　　1鉱．8　　　2〔8．0

2〕9．5　　　　213．6　　　1竹．2　　　　216．3

⊥81．5　　　　182．9　　　170，9　　　1日4．2

人　平　均　月　間　総　実　労　働　時　間　数
串で抽出調査し，常用労鐘者30人以上の主事某所に対応するものとして推計された結果である。総

わらず除かれるか運輸陪係労亀吉の手持時間は含めてある。なお、本調査は昭和30年5月に標本誇
降の新弟童による結果とは若干誤差があるので、時系列的な比較を行う埴合は注意されたll。

賃金及び労嶋　　瑚

3－　　月 4　　月 5　　月 6　　月 7　　月 8　　月 9　　　月 10　　月 11　　月 12　　月

196．9　　　204．4 194．3　　　206．7　　　201．3

a〕1．4　　　　211．6　　　197．8　　　　213．9　　　　2〕6．0

194．2　　　　210．3　　　191．7　　　　2こ胤8　　　　205．7

197．0　　　　211．9　　　197．9　　　　214．3　　　　ズ）8．6

194．6　　　　Ⅹ将．1　　　197．1　　　208．0　　　199．6

2二）2．5　　　　よも．8　　　199．0　　　　215．8　　　　214．2

202．9　　　　214．5

213．7　　　　234．3

216．4　　　　222．7

182．5　　　189．5

225．3　　　　210．6

195．4　　　　208．7

1弧6　　　　Ⅹ広．0

199．9　　　　210．3

216．0　　　　22：）．5

2：）5．2　　　　213．8

2）5．3　　　　　212．5

201．3　　　　2（抱．7

2こ）7．1　　　　216．7

199．6　　　　211．7

199．1　　　　217．9

189．0　　　　195．7

185．4　　　　181．3

182．6　　　193．9

192．5　　　　195．4

Ⅹ6．7　　　　Z）2．9

210．9　　　　215．4

1弧．4　　　　185．3

オ〕1．1　　　213．4

212．5　　　　233．0

207．4　　　　219．0

174．5　　　195．5

221．1　　　255．0

1鉱．0　　　　213．8

199．4　　　　式0．4

203．7　　　　210．3

刀5．4　　　　222．1

刀1．6　　　　215．5

刀1．4　　　　219．2

191．2　　　　刀9．7

207．9　　　　221．2

201．5　　　　216．0

195．3　　　　213．4

187．2　　　195．0

178．7　　　186．1

1【妬．3　　　　199．9

193．9　　　198．9

才X）．8　　　　210．2

2〔）8．4　　　　2茶．8

2α）．1　　　204．8

202．4　　　　212．5

202．1　　　　213，0

20〇．3　　　　　214．6

189．7　　　　202．8

201．3　　　　219．4

2〔転．9　　　　204．4　　　　210．3

218．7　　　　225．0　　　　235．6

211．5　　　　213．0　　　　215．7

187．9　　　　1日6．1　　　　191．5

235．0　　　　231．7　　　　224．8

ズ）3．7　　　　20〕．0　　　　216．4

179．g　　　　191．3　　　　刀1．4

2〕3．9　　　　198．0　　　　196．7

213．6　　　　210．7　　　　221．5

刀9，1　　　　207．2　　　　215．9

2〕9．0　　　　201．8　　　　214．5

199．5　　　　謝，3　　　　212．7

209．6　　　　209．5　　　　218．0

2〕5．3　　　　2：）0．0　　　　214．8

a：）3．6　　　　204．5　　　　212．3

195．0　　　　198．1　　　　193．4

182．2　　　　184．1　　　　178．9

193．8　　　　191．6　　　　1執〕．4

197．4　　　　199．5　　　　197．0

210．4　　　　210．7　　　　211．1

208．0　　　　213．0　　　　2刀．0

1g二）．7　　　　189．3

205．2　　　201．8　　　206．1

2：）8．3　　　　2〕9．8　　　　214．5

2〕7．6　　　　2〇4．9　　　　217．9

208．〇　　　　210．0　　　　216．0

201．2　　　　205．0　　　　210．5

217．4　　　　219．3　　　　216．9

207．0　　　　2〕9．4　　　　220．5

229．2　　　　235．6　　　　238．8

217．1　　　　223．1　　　　224．9

188．7　　　　188．4　　　　186．2

223．2　　　　こ214．2　　　　236．4

209．4　　　　204．1　　　　207．3

罰2．0　　　　193．4　　　　210．6

194．e aこ）2．3　　　　204．4

214．7　　　　218．6　　　　222．0

214，4　　　　215．6

213．7　　　　216．1

a〕7．4　　　　205．3

a〕9．2　　　　2：）8．7

209．4　　　　a：）7．1

Z）6．5　　　　209．0

194．6　　　　189，5

189．0　　　　175．5

194．0　　　　186．3

197，4　　　　194．0

211．5　　　　202．5

215．3　　　　　219．8

183．4　　　　177．9

220．0

220．5

J二や、7

221．O

Z）5．1

211．4

1g3．3

185．3

1乳7

195．5

210．2

221．0

178．6
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集　6　衷 大　阪　産　業　別　月　　末

本表は「毎月勤労統計詞香」によったものである。これは常用労働者諷人以上の事某所を一定の比率で抽出調査
設計の変更、調査事業所の抽出哲などを行ったため町和30年4月以前の旧調査による結果と昭和30年5月以降の

産　　　業　　　分　　　類

産　　　業　　　　総　　　　数
（縫器果及びサービス稟Ⅹ818う．SBを含まや）

F　製　　　　　造　　　　　業

G　却　発　及　び　ィ、　充　業
H　金　顔色　及　び　保　険　業

Ⅰ　不　　　動　　　産　　　業
J　運輸通信及びその他姓公益事業
E　建　　　　　設　　　　　業

（荘≡）　学科　ブこ限．曙絵努琵統計課。

第　7　表

昭和27年
平　　均

昭和28年
平　　均

昭和二期年
平　　均

昭和ぽ）年
平　　均

昭和31年
平　　均

昭和31年
1　　月 2　　月

4937弱

298067

62344

26（：将4

1C6　433

262∈0

510157

3〔唱　719

64379

28　392

1〔）7　699
29347

513818

3（：噴452

66　4（：8

29　5〔支∋

108407
34872

大　　　阪

614784

369016

87　347

36　319

1173

1刀554
36460

691431

417927

101569

40334

1341

129　552
37　051

665688

399015

97　941

39　276

1312

127　537
37　492

664807

3粟464

！※∃∝）S

39218

1318

127244

37⊥62

産　　　業　　　別
ネ塵は「毎月勤労扶封調査」によったものである。この指紋は昭和諷牛5月に操

5月以降の新顔森による指数と30調査による指数とは若干の誤差があるので、昭

掌和27芸l掌御28副軍帽箋
昭和30年
平　　均

昭和31年
平　　均

昭和31年
1　　月 2　　月

推　　計　　労　　働　　者　　数

し・常用労働者対人以上の全車菓所に対応するものとして推計された篭乗である。本調査は昭和30年5月に標本

覇調査比よる結果とは若干の誤差があるので、時系列的な比較を行う場合は第7表の雇用相歓によられた十㌧

賃量及び労亀　　352

3　　月．4　　月．5

677689

407241

工00558

40〔髄

1313

127953

38乃7

694282

419601

102643
41Ⅸ）7

1326

129126

37　24日

弓　　6　　弓 7

695664　　696757　　696613

420354

二C2　97G

4C　3〇7

1337

129536

37144

42105⊆ミ　　　421∈転9

1028≡6　　102251
4（〕279　　　40650

1364　　　　1352

129ele　　129632

37　ユ4C・　　　37tX）3

雇　　　　用

ヰ設計の安東、調査事業所の抽出善などを行ったため、30年4月以前の旧年

和罰年4月以前分は新調査lこ上る指数と嬢茂の補正計算を？－iったらのである。

8　　月

696547

421993

102014

40603

1351

129828

36　540

8　月巨。月巨1月上2　月
700004

425072

102242

40612

1323

129979

36昌二〇

700053

4251秒：）

102046

40291

1343

130428

36879

703624

426　739

102　711

4〇　212

1373

131824

36　270

705472

423440

1C2531

40284

1381

132022

36632

3　　　月 弓　　7　　月 8　　月　　9　　日il〇　　月 12　　月

産 業
（避雷よ且びサービス業

売
険

小
俣

び
び

Ⅰ　不　　　動　　　産　　　業

J　運輸通信及びその他の公益事業
E　建　　　　　設　　　　　業

100．0　　　112．2　　　122．5　　　129．1　　154，8　　　129．7　　　129．6

1CO．0　　　110．5　　　119．4

100．0　　　　105，7　　　　115．9
1CO．0　　　　1：犯，1　　　136．8

1（X）．0
1〔沿．0　　　　117．8　　　　131．0
1〔沿．0　　　　83．9　　　　　87．8

（至芸）　資料　大阪．吋総　告告統計課。

第　8　衷

129．7　　　136．4　　　13〕，2　　　13〕．1

148．7　　　　161．3　　　　155．6　　　　155．7
145．1　　　148．8　　　　144．9　　　　144．7

139．6　　　146．8　　　142．8　　　143．5

113．5　　　　113．5　　　　1LLB　　　　111．5

153．0　　　163．3　　　　165．2　　　163．8

業　　　　　　紹
本章は各公共♯菜安定所のq告に基づいて作成されたものである。こ

の総数は新規を含めた数字である。また一般の求職総数失業保険受給

年

詔
2
9
3
0
31
1
2
3
4
5
6
7
8
9
⊥
O
L
⊥
2

和昭 年

些 新規求職数．総　　数

87850　　　325166

98朝〕8　　　381349

103　513　　　397142

総　　数1新規求福一l超介数桓牒数

28298　　　　56　278

37864　　　　8こ）667

35　733　　　　63611

刀993　　　1495〔泊　　　234429

19178　　　136920　　　236459

19718　　　1471白ユ　　　　273582

糾442　　3箔552　　　25764　　　49476　　　30676　　214837　　　339244

1088〕1　　　　57　321
1（〕8Z）4　　　　309：）2
101950　　　　33249
⊥〔杷212　　　　36670

10こ）918　　　　34953

97468　　　　32376

94951　　　32鉱0
92253　　　　31947

92342　　　　32691

と8642　　　　30218

8123日　　　　26　271

6632日　　　　⊥6065

（墓王）　財　大阪府労劫諸哉芙安定課。

29　2〕2　　　　　3弘9
27　2⊆沿　　　　　4039
29771　　　　4　912

26450　　　　　4　733

、日、　　二、、

26553　　　　　4123

25718　　　　　3758

三三諾三　　三芸
22　72〔i　　　　　3　795

21876　　　　　3464

43356　　　　40683　　　　43日33

45856　　　　20287　　　　34∝範

39475　　　　16927　　　　30340

31434　　　　14　570　　　　27　479

27031　　　13472　　　　26655

23844　　　　15　544　　　　27∝妬
26140　　　17701　　　　27　474

26（丈退　　　17〔）61　　　　27182

28655　　　　⊥7　7111　　　23665

29452　　　17　657　　　　27　巳34

27039　　　　14856　　　　23568

19217　　　　　8368　　　　152：）2

85269

81931

94236

136695

12291
17518
14202
102∈絡

10277
100∈6
11332
10597

152．1　　135．3

132．9　　　137．0

159．3　　　163．0

ユ47．8　　　151．3

142．9　　　144．4

112．1　　　113．1

169．8　　　164．2

介

135・6　　135，8　　135．8　　135．8　　1弧4　　1弧4

ユ37．2　　　137，4　　　137．7

163．6　　　163．4　　　162．4

15つ．9　　　15C・．聖　　　1499

145．6　　　　工場．5　　　147．2

113．5　　　113．7　　　113．6

163．7　　　163，7　　　163．1

のうち一般は常用臨時を意味する求畿紋、求人数，失業保換受給者訳
者嫁歎、求人総数、日雇の求蠣数の各年合計はエカ月平均数であるっ

ユ37．7　　　138．7

162．0　　　162．4

149，8　　　149．2

147．1　　　144．0
113．7　　　　ユ13．9

161．1　　　162．2

138．8

162．1

148．6

149．3

114．3

162．5

137．1　　　は7．5

139．3　　　　139．9

163．2　　　　163．0

148．3　　　　145．6

ユ弓2．6　　　　153．5

115．5　　　　ユ15．7

159．9　　　　161．5

求職数雷頭延漂l芸芸慧警蓋j求人延‾表

271理　　　7130319

30399　　7761435

32646　　8623945

33393　　8854321

33996　　　　707041

34051　　　751592

34337　　　783533

33595　　　716〔芯4

33566　　　　72日〔怒2

33468　　　　7389昏〕

33　751　　　745　336
33032　　　　754896

32670　　　　701461

32535　　　　758764

：・3ユ91　　　7（芯127

325ユ8　　　　762465

民間事業
！芳　　　　　　　延

事業；失巣対策事業1そ　の　他

363298　　63C1418　　1鉱5367

603881　　6528ヨ29　　1866312

818746　　724C：〇46　　－1829494

472121　7汚7869　　2350056

147820　　　5張691　　　⊥36783
20791　　　Eg二26日　　　152589

9537　　　747562　　　185524

52976　　　三〇97已弓　　　　185279

76777　　　617333　　　184029

28174　　　655513　　　　2こ）1459

30653　　　6；97誓　　　　03041
13537　　　692341　　　　222331

2ユ294　　　62267P　　　215767
33987　　　676152　　　　221046

29112　　　　6≡O COS a〕3715

2463　　　732728　　　　238493

327561　　　3768974

51229〕　　　3929997

727　369　　　4372455

合　　　計、

1323≡7　　　6ユ94259

15C6≡∋5　　　6459274

4こ　652　　　7030〔‘〇〇

693768　　4499816　160け4　　7703814

63169　　　　363345
84686　　　　　426024

101674　　　　　426102

4744三　　　　　36：）137

4C O16　　　　370404

43993　　　　3鉱454
47875　　　　381514

49C匂5　　　　396668

4568〇　　　　　322199

55737　　　　　315675

54873　　　　　334156

59504　　　　　35713日

二4二77　　　　577474

∈　2三つ　　　　6695刀

〔こき2　　　　719392

4　ユ92　　　　597054

6　二三1　　　　60：）61こ）

7　255　　　　639191

5■；49　　　　641379

二4C37　　　　672161

22C93　　　　6〕5744

23　393　　　　655876

23　5〔汚　　　　616249

24〇29　　　　709155



353　　賃金及び労鞠

第　9　蓑 親 模　　　別　　　組　　　合
本表は昭和31年6月30ヨ夏左の「労働組合基本調査」によったものである凸

一　段　労　働　組　合 国　家　公　務

及　　び　　組　　合　　員
謁重苦象は凋査期日におけるすべての奉仕分断鞋台及び労幾組台連合団体である。

雷金及び労嶋　　354

公共粂 ・■L

致；組　合　員　数 組　　合　　数l　租　合　負　数 合　　致 経　合　負　数 組　合　数 組　合　員　数 組　合　数l　組合員

数
下
人
人
人
人
人
上

以
男
澗
4
9
g
弼
朔
以

～

　

～

　

～

　

～

　

～

‥
人
人
人
人
人
人
人

ニ
】
J

総

雲

芸

濃

罰

＼巨≡■ 語間　大阪貯労蟹敵労炊諾。

第10表

2242　　　　　　504665

も3　　　　　　　　7　209
E壬≡　　　　　　　　4ヨフ⊥3

4二・7　　　　　　　　56935

3己2　　　　　　　113893

二22　　　　　　　　84648

57　　　　　　　　78g〕5

33　　　　　　　114369

組

1933　　　　　　371517

333　　　　　　　　　6己93

7三三　　　　　　　　43337

324　　　　　　　　44622

2∋3　　　　　　　　92016

22　　　　　　　　61252

44　　　　　　　　62031

2二　　　　　　　　61366

織　　　別　　　組

6

（

ロ

　

1

3

「
⊥
　
2
⊥

本衣は昭和31年6月30日現在の「労働組合基本男妾」によったものである，調査対象は詞査期日におけるすべての単

一　役　労　働 含　　　　　　国　家　公

台　　数

阪
部
猷
讐

大
本
同
同

評
評
捻
撃
て

絶
縁
捻
　
全
労

数
評
緒
連
結
他
別
別

・
り

全　　国　　組　　合
無　　　所　　　罠

2242　　　　　　504665

∴．

55

371

95

二

2

2≡C・

73■∋

225307

6982

【
b
つ
J
 
l
」

8
5
∝
∽

9

⊥

2

4
　
　
3

1003

1034

75394

117573

合　　致．組　合　員　数　　組　　合　　数

1933　　　　　　371517

重6
27

369

4

9≡

23

2

22⊥

7二4

104717

2436

4
3
「
⊥

つ
ー
C
U
（
U

6
∩
U
 
S

亜
1
3
2

1番：）3

1034

70772

115414

（至芸）　資料　づこ栗．倍労働副憐■穀課＝

第11表　　　　　　　産　　芦　　別　　組　　合
木表：ま昭和31年6月30日現在の「労篤組合基本調査」によったものである⊃

業
業
　
金
哀

総

農

林

漁

鉱

及

及

昭　　　和

粗　全．盟＿
2042

1

30　　　年

型一会＿　最　適＿＿．＿

478249

12

業　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　4二・

業　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　532

建　　　　　　設　　　　　　業

製　　　　　　造　　　　　　糞

食　料　品　製　造　業

紡　　　　　終　　　　　業

木材及こて木製品製造業

印　刷　及　こて　出　版　業

化　　　学　　　工　　　業

ゴ　ム　製　品　製　造　業

ガラス及ごて土石製品製造業

第1次金罷製品製造業

金　試　製　品　製　造　業　卜

秩　紙　製　品　製　造　業　■

＿1　　　　　　　　　　　　．、「

6　　　　　　　　　　　　　　323

29　　　　　　　　　　　7；・二2

1215　　　　　　　　　　2〇〇三二2

49　　　　　　　　　　　5　555

138　　　　　　　　　　　43　221

43　　　　　　　　　　　2　崇1

57　　　　　　　　　　132∈；

⊥62　　　　　　　　　　　3C　524

25　　　　　　　　　　　4976

59　　　　　　　　　　　E Z二1

66　　　　　　　　　　　1⊥　9二4

224　　　　　　　　　　25日52

209　　　　　　　　　　19475

（要墓）　謝　大阪陛労鮒労較妄果。

年
員　数

11357

121

二茄5

3114

三952

29つ5

151　　　　　47329

73

4三　　　　　　　2995

4＝　　　　　　　6348

32　　　　　　10597

12661

仁　　　　　　　7∈66

6699

及　　び　　組　　合　　員 数73　　　　　54139

2　　　　　　　　　31

11　　　　　　　　635

14　　　　　　　2227
23　　　　　　　7123

12　　　　　　　7g30
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355　　義金及び労働

第12衷 御

本表の労働争議及び争議行為の宣菜は労働閑儒調整法による。但し争議行為
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認7　　雷曇及び労■

第14衷 府立公共職業補導所職業補導実施状況
本表は各公共瞳皇補導所の報告に基づいて作成したものである○
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第15衰　　　府営共同作業所作業訓練実施状況
．本麦は共同作男所の報告に基づいて作成したものである。府営共同作業所は窄下に5カ
所設置し作業机維種目は自転車、和洋家具及び玩具製作、洋服、洋裁、浄写印刷、義肢
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うとともに訓練期間中生活経持のため一般市増賃金に近い作業手当を支給してL〉る○
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